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NEJM 勉強会 2015 年度 第 3 回 2015 年 5 月 21 日 A プリント 担当：大岸誠人 

Case 28-2014 — A 39-Year-Old Man with a Rash, Headache, Fever, Nausea, and Photophobia 

(N Engl J Med 2014; 371:1051-1060 September 11, 2014.) 

 

【プロブレムリスト】 

 発熱 

 頭痛 

 項部硬直 

 興奮、不穏 

 羞明 

 嘔気 

 CSF での著明な白血球増加・低グルコース・総タンパク上昇・ごく小数のグラム陽性球菌（ペアに

なっており、双球菌とは性状が異なる） 

 

 皮疹（8年間、主に腰部と大腿部、掻痒性、好酸球増多症と関連） 

 

 ドミニカ共和国出身 

 

 プレドニン投与後 


